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１．はじめに 
耐候性鋼とは，普通鋼にCu，Cr，Ni等の合金元素を添加することで，年月が経つにつれて表面に緻

密で密着性の高いさびが形成され，腐食を遅らせるようにした鋼材である．耐候性鋼のさび安定化状態

は，５段階の外観評点1)によって評価する目視外観観察法が一般的である．耐候性鋼を使用した木更津・

君津地域の橋梁の中から，沿岸部に比較的近い３橋を含む 20 橋について，目視による外観調査と写真
撮影を行うとともに，接近できる橋梁についてはテープ試験を行って表面の浮きさびを回収し，テープ

に付着したさび粒子の占める面積割合2)(さび面積率と表わす)や，最も大きいさび粒子の面積(さび最大
面積と表わす)に着目して離岸距離との関係を整理した． 
２．調査結果 
表－１に調査対象の 20 橋について，河川名，橋名，完成年月，構造形式，離岸距離，テープ試験の

有無を示す．接近できた 13 橋についてはテープ試験を実施した．図－１にさび面積率と離岸距離の関
係を，図－２にさび最大面積と離岸距離の関係を示す． 
図－１及び図－２から，離岸距離が約１㎞にある橋梁では，さび面積率及びさび最大面積の値ともに 

離岸距離が約６～12㎞にある橋梁に比べて大きくなっている．しかしながら，下フランジ上面外側（△）
及びウェブ外側（◇）では離岸距離の違いによる差異は見られない．これは，離岸距離が約１㎞にある

橋梁であってもウェブ外側や下フランジ上面外側では雨水によって飛来塩分が流されるためと考えら

れる． 
表－1 調査箇所一覧 
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図－１ さび面積率と離岸距離の関係 
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図－２ さび最大面積と離岸距離の関係 
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